
青年300人で「その手の中に」「ありがとう」を歌いましょう♪

～青年中心でうたう 2 曲「その手の中に」「ありがとう」に加えて、全国の青年にも参加を呼びかけている、

「ねがい（ゴスペル）」について基本事項をお伝えします。～

前号と変更になっている部分が何箇所かあります。 のマークのあるところ良く注意して下
さい。新しい情報には○新 のマークを入れてあります。

そそのの手手のの中中にに
本番日時：11 月 23 日 記念音楽会 17 時 40 分ごろ 場所：日比谷公会堂

舞台ﾘﾊｰｻﾙ：当日 10：00～10：20

当日練習：当日 ○新 11：30～12：30 全労連会館（平和と労働センター）

衣 装 ： 上：白 長袖（襟のあるもの・七分袖は可） 並び

下：黒ズボン（もちろん、長ズボンです）

（女性で、ない場合、次の舞台のある方、

長めのスカートでも可）

靴：黒
※ 揃いのチーフをする予定です。

チーフは実行委員会で用意します。

あありりががととうう
本番日時：11 月 24 日 大音楽会 15 時ごろから 場所：有明コロシアム

舞台ﾘﾊｰｻﾙ： 当日 8：45～9：15（働くもののステージ全体として）

前日練習：11/23 前日 19：30～21：30 代々木オリンピックセンター カルチャー棟 小ホール

当日練習：○新 当日 10：50～11：30（働くもののステージ全体として／東ロビーにて）

衣 装 ：普段 職場で着ている服装で。（作業着など）

私服で働いている方、学生さんは 上：白系 下：黒系

※歌い方の です！二部の楽譜をお持ちの方へ。最初の 6 小節のイントロ部「ありがと

う…」のコーラスは歌はなし（ピアノだけ）になりました。理由右ページで。

ねねががいい（（ゴゴススペペルル））
本番日時：11 月 24 日 大音楽会 14 時 25 分ごろから 場所：有明コロシアム

舞台ﾘﾊｰｻﾙ：○新 当日 10：25～10：40（VOJA さんのリハーサルの中で）

前日練習： 11/23 前日 12：30～13：30 全労連会館（平和と労働センター）

当日練習：○新 当日 11：30～12：00 （競技事務室にて）

衣 装 ：○新 上下：黒（長袖・下も長いもの）

（ワンポイントになるもの、ショールなどがあれば持ってきてください）

東京祭典 青年実行委員会

～お近くの青年へお渡しください！！！～ ＮＯ.３
2008.1１．８

ぜひ！
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T 男 声 B

S 女 声 A

指揮

予定



♪♪♪ありがとう♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

～ 前回載せられなかった、ありがとうの作詞者・指揮者プロフィール＆コメントです ～

作詞： ＫａＺｕＭｉ（伊藤和巳）
東京公務公共一般労働組合書記長、首都圏青年ユニオ
ン副委員長。前首都圏青年ユニオン委員長、パート派
遣の労働問題のたたかいに日夜かけまわる。

指揮：共田 鐘貴
高校の時に合唱指揮者になる。
これまでに、南部合唱団を始め、様々な地域合唱団
の指揮、指導を行ってきた。
全国の祭典指揮は、１０年前の東京から始まり、今
回で 3 回目になる。
現在、コーラス with、男声合唱団うでまくらで指揮
を振る。東京のうたごえ主催の指揮者考習会にて、
現在も勉強中。

《 イントロの「ありがとう」のコーラスについて 》
「どうしようもなく･･･」で始まる 1 番は『今（現在）
まさにこういう事があるんだ』を伝えたい。
「ありがとう」で始まると“過去の出来事”とも受け
止められる。最初は「ありがとう」を歌わないで始め
て、最後の「ありがとう」に繋げたい。－という思
いを受け、イントロの 6 小節はピアノのみにすること
になりました。

変更の件、よろしくご了承ください。

【当日・前日の練習会場へのアクセス】

《23 日～その手の中に・ねがい(ゴスペル)～》 《23 日 ～ありがとう～》

〔全労連会館 平和と労働センター〕
〔JR〕 総武線 御茶ノ水駅から徒歩 8 分
〔地下鉄〕
東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅から徒歩 7 分
東京メトロ千代田線・都営新宿線

新御茶ノ水駅から徒歩 10 分

「ありがとう」という言葉って、口に出すの、
結構恥ずかしいですよね。いい機会なんで、歌
に乗せて、思いきり気持ちを込めて言って下さ
い。
皆さんの気持ちや、想いに添えるよう、僕も心を
込めて指揮します。

皆さんとの出会いに「ありがとう」

「ありがとう」を歌う、すべての仲間の皆さんへ

「ありがとう」を作詞したKaZuMiです。というよりも、この
歌詞は首都圏青年ユニオンに集う組合員の想いが作り
上げたものです。
劣悪な労働環境の中に一人ぼっちでおかれている若
者が、あるとき、理解してくれる仲間の存在を知り、自分
の身のおけるあたたかな居場所を見つける。そこで支え
られ、励まされながら成長し自らの力で仲間とともに歩
き出す。こんな実際に青年ユニオンを通じて日々繰り返
されるエピソードがこの歌に表現されています。そして、
そんな風に問題を解決し、成長させてくれた人達と自分
自身に最後は「ありがとう」の言葉を返すのです。
あたたかくて、時に力強い「ありがとう」の言葉を誰しもが
感じ、発していると思います。何気ない言葉だからこそ、
大切な一言。この「ありがとう」の言葉をみなさん自身に
重ね合わせながら、みなさん一人ひとりの「ありがとう」を
歌い上げていただければと思っています。

2008 年 11 月５日 KaZuMi
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〔代々木オリンピックセンター
（国立オリンピック記念青少年総合センター）〕

・小田急線 参宮橋駅下車 徒歩約 7 分
・東京メトロ千代田線

代々木公園駅(C02)下車 徒歩約 10 分
（代々木公園方面 4 番出口）
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10 月 26 日（日）の練習に指揮者、ピアニスト、バイオ

リニストを含めて 31 人で練習をしました。

音源が akinosora.sakura.ne.jp で聞く事ができます。

初めて練習に参加した人も 7 人（ぐらい？）いました。

初めてでもみんなしっかり歌っていました。

まだまだ、あきらめずに声をかけ、少しずつではありま

すが、新しい参加者が顔を出してくれています。

「ありがとう」で繋がった、首都圏青年ユニオンの方々と一人でも多く一緒に歌えるように・・・、「その手

の中に」を大事に歌ってきた仲間に声をかけつつ、新しい仲間にも歌ってもらえるように・・・。声をかけ続

けます。全国の仲間をたくさんで歓迎できるよう頑張ります。

～ 今後の練習会 ～

11 月 8 日･･･12：30～14：00 大音楽会「働くもののステージ」全体練習（四谷区民ホール）

14：00～17：00 「ありがとう」「その手の中に」「ねがい（ゴスペル）」練習会（四谷ひろば・講堂）

1１月 14 日…19：00～ 「ありがとう」「その手の中に」など練習会 （二子玉川地区会館 けやき）

11 月 16 日… 大音楽会 動き総リハーサル（堤小学校 体育館）

※ 前日・当日練習は前記のとおりです。
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《 今現在の組織状況 》11 月 7 日現在

その手の中に ありがとう ねがい（ｺﾞｽﾍﾟﾙ） 前夜祭 宿泊

関東 52 人 53 人 31 人 19 人 28 人

全国（関東以外） 44 人 49 人 20 人 ３５人 39 人

合計 96 人 102 人
51 人（青年で把握

している人数のみ）
54 人 67 人

※前夜祭･･･「ありがとう」の前日練習 ＆ 交流会

まだ、登録されていない地域もあると思われるので、もう少し増えるかな。

宿泊は 100 名分 ご用意しております！ 今からでも 23 日に宿泊は心配要りません！ エ

全国からもたくさん仲間を増やして、お越しください。お待ちしております。

2 日間、歌って！語って！踊って！楽しんで！ 青年のパワーで、60 周年祭典を盛り上げましょう！

※代々木オリンピックセンターへは、集合して一緒に移動する予定ですが、 他の出演などで時間がずれ

てしまう方・はぐれてしまった方は 佐藤大地（０８０－５５１８－６７６９）までご連絡ください。



昨年久々に立っ
たステージの感
動が忘れられず、
今年も子連れで
参加します。みん
なと歌えるのを
楽しみにしてい
ます。

8 日（土）に本格
的な練習に入る
状態ですが、参
加します！

関西の練習会が

11 月 16 日（日）に

あるそうです。

京都からは 17人（全国の中でダントツ！）

参加予定です。

『日うた東京祭典』60周年記念音楽会での青年のステージに
向けて、ステージ指揮者の安広真理さんの出演への呼びかけに
応え、作詞者の砂入りえさん（九州青年合唱団）を始め、６年
前に開催された『日うた福岡祭典』で「その手のなかに
」を歌った当時のメンバーを中心に、“７人の青年うたごえの
プチ先輩”が、経験豊富＆深みのあるうたごえを響かせます。

また鹿児島の合唱団 風の伴奏者にも、ステージ出演呼びかけを

しとります(^O^)/


